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■はじめに

　公道でいかに楽しく，かつ安全に速く，また物理的な

速さだけではなく、乗り昧の満足感までをユーザに提供

するというコンセフトのもと，1995年にビッグボアツイ

ンTRX850をリリー．一スした．翌1996年には欧州にもリリ

ー スされ，市」易の反応としては，その後他社より同じコ

ンセフトのモデルがリリー．一スされたことからいえば、

我々の川いは間違っていなかったことが実証された．

　このTRX850は，公道での楽しみを最人限に発抑させ

ることを第・に開発したが．　・方では，この川いである

「．安全に楽しくかつ速い1ということはサーキットでも通

川するはずで，これを実、lll．したいという我々の気持ちを

押さえ切れずにいた．そんな折，元GPライダーの’r忠

彦氏，クリスチャン　サuン氏と紐んで鈴鹿8時間耐久

レースに参戦する1活が持ち1’．がり，1996年，1997年と2

年続けて参戦した．その結果は、1996年はj”選2分17秒

台、決勝24位，1997年はr選2分15秒台、決勝18位であ

った．さすがに絶対的パワーではユ気筒勢にはかなわな

いため．ストレートではかわされたが，S字コーナであ

るいわゆるコーナの連続する場所では並みいる1気筒勢

を抜き去り，レース結果と合わせて我々の考えが間違っ

ていないことが実，，［1iされ、非常に満足のいく成果を得る

ことができた、

　そこでTRX850の1997年fl：様を中心に、81耐レーサー

の概要を紹介する．（図1）

目開発の狙い

　ビッグボアツインのメリットを最大限に生かすため，

エンジンと車体をト記の川いで開発した．

トエンジン

・ 最高川力狙いではなく中間加速特性をよくして、い

　かにして8H　．｝’：問を楽に走りきるか．

・ 鈴鹿はある意昧では高速サーキットなので．レーサー
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　として最低限の絶対出力は確保すること．

・ 市販車へのフィードバックも考慮するため．耐久性

　には余裕を持たせること．

2車体
・ 初期旋liilが軽く．かつ鋭いこと．

・ エンジンのハワーアッフ．特に中速域のパワーに1耐

　えられる剛性を有すること．

・サーキット特有のハードブレーキングやスリックタ

　イヤの高いグリッブカに耐えられる剛性を有するこ

　と．

・ 軽㍑であること．

口主な変更内容

　L記の川いを達成するため、エンジンと車体共以ドの

変更を川えた．

3．1エンジン

　まず，ビックボアツインのメリットを最人限に生かす

ため排気ll｛を897．4ccとし、ケーヒン社製FCR41キャブ

レタと中速域亜視のレーシングカムシャフトを採川し

た．これにより、中速域のハワーアッフとレスホンスの

向Lがはかれた．前述のS字コーナでの速さは，この3

点の変更によるところが大きい．

　さらに，レース川鍛造ピストン、オーバサイズバルブ、

6速ミッション，オーバーレーシング社製チタンコンロ

ッド、タイラレーシング社製マフラをあわせて採川し，

サーキットでの最低限のパワーを確保した．テスト時に

はライダーから高速型のエンジンセッティングを要求さ

れる場面もあったが．あえてビックボアツインのメリッ

トを生かすために中速重視型のエンジンを選択した．

3．2車体

　レーシングスリックタイヤを装着した状態でも軽快な

初期旋川性能を｛1雀保するため，フレームのヘッドハイフ

回りの補強を行し、、創輝社製／｛48レース川IE　i［llフロント

フォ・一クとマルケジー一二社製前後ホイールを採｝目した．

さらに、YZF1000改リヤアー一ムを併せて採川すること

により、ハワーアッフしたエンジンに対応した車体剛性

を確保した．また，軽㍑化として、FRP外装品，クイ

ックチv一ジ付きアルミタンク、タイラレーシング社製

バックステップを採川した．

　以Lのエンジンと車体に関するi・1な変更点と，その他

にもクランクケースのバリ取りなどといった細かい所ま

でr一を加えることにより，前述のようにtS字コーナで

・1気筒坊を抜き去るレーシングマシンを製作することが

できた．

口おわりに

　ノ＞llllo）TRXレーサー1用発は通常のrli‖V（車リトUε業務と並

行して行ったため，各メンバ共負荷がかなり人きかった

が．そこはいわゆる情熱0）力で乗り切ることができた．

ただし，部品製作メーカーをはじめとする関係各位の皆

様には，数々の部品を特急で作っていただき，大変御迷

惑をおかけしました．この場を借りてお礼申しヒげます．

　また、第2プロジェクト開発室としてレースに参戦し

た以ヒ、咋年と　・叶年で得たノウハウをいかにして実際

の市販iF－1こフィードバックさせるかが，我々に課せられ

たこれからの課題であり，義務であると考えています．
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